
1 

2026年度専門医試験告示 
（受 験 案 内） 

一般社団法人日本東洋医学会専門医制度基本規程に基づき、2026 年度専門医試験を下記に

より行う。 

本学会の専門医と認定医の資格を同時に保持することはできないので注意すること。 

 

◆漢方専門医試験に必要な知識・能力 

漢方専門医とは、西洋医学的な専門医資格を取得した上で、さらに漢方医学を充分に修得し、

漢方独特の診察を行って、患者一人一人の症状や体質に適した漢方医療を提供することができ

る医師と位置付けている。西洋医学では同じ病気でも、漢方では一人一人の状態によって用い

る薬が異なるため、四診（望聞問切）を駆使して漢方医学的に診察し、症状や体質に適合する

漢方薬を見極めて処方するとともに、体調を整えるために必要な養生法について指導できる能

力を問う試験となる。 

『専門医研修コアカリキュラムと「問題と解説」』や本学会が発刊する書籍に掲載している

内容が判断基準となるため、独自の理論による漢方診断は評価されない。 

 

◆試験について 

試験 試験種目 内容 

第一次審査 申請書類 指定の書類が正しく提出されているかについての確認 

臨床研修 外来陪席などの「臨床」研修が 3 年以上実施されていたかの確認

症例一覧 漢方治療有効例が 50 例不足なく記載されているか 

臨床報告 漢方専門医の臨床報告として十分な知識のもとに診療を行って

いることがわかる内容で 10 症例記載されているか 

第二次審査 筆記試験 50 題 60 分 漢方専門医として必要な知識についてのマークシー

ト選択式試験 

口頭試問 10 分程度 2 名の試験官による臨床報告をもとにした口述試験 

 

◆試験の日程・場所 

 日程 場所 

申請受付期間 9 月 1 日（火）から 

9 月 30 日（水）［消印有効］ 

日本東洋医学会専門医試験

係宛 

第一次審査 10 月 2 日から開始 提出書類による審査 

第一次合否通知 10 月下旬から 11 月 5 日までに簡易書留で

郵送される 

書留で指定の住所に送付さ

れる 

第二次審査 11 月 23 日（月・祝） 

筆記試験：12 時から 13 時 

口頭試問：13 時 20 分から順次 

昭和医科大学旗の台キャン

パス（東京都品川区旗の台）

最終合否通知 12 月初旬から 12 月中旬に簡易書留で郵送

される 

書留で指定の住所に送付さ

れる 
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◆受験資格 

下記条件をすべて満たすこと。 

(1) 日本の医師免許（歯科医師除く）を有し、申請時点で医籍登録後 6 年以上経過している。 

(2) 会費を完納している本学会正会員で、申請時点で 3 年以上継続して登録している。 

(3) 申請時点で専攻医登録後 3 年以上経過し、かつ本学会指定研修施設で 3 年以上の臨床研

修を修了している。ただし 2012 年 4 月 1 日以前に研修を修了している場合を除く。 

(4) 日本専門医機構が認定する基本領域 18 学会の専門医もしくは認定医、または総合診療専

門医の資格を有している。 

(5) 受験申請書類提出までに所定の単位を取得している。※下記【単位について】を参照。 

(6) 試験の第一次審査で求められている必要な症例数を経験している。 

 

◆申請方法 

（1） 出願手続き期間は 9 月 1 日（火）から 9 月 30 日（水）当日消印有効※。受付期間以外の申

請は受け付けない。 

申請書類をすべてそろえて以下の専門医試験係宛に書留郵便やレターパックなどの追跡

可能な送付方法で提出する。 

〒105-0022 東京都港区海岸 1-9-18 国際浜松町ビル 6F 

一般社団法人日本東洋医学会 専門医試験係 

※期限日にポスト投函した場合は消印が翌日になり受付期間外となる可能性があるので

注意すること。 

（2） 審査料 15,000 円 

専用の振込用紙で以下の口座に振り込む。振込用紙を使用しない場合は、通信欄などで

会員番号、氏名および受験申請であることを必ず明記すること。なお、振り込まれた審

査料は理由の如何にかかわらず返却されない。 

ゆうちょ銀行 口座番号:00130-9-157733 加入者名:ｲﾂｼﾔ)ﾆﾎﾝﾄｳﾖｳｲｶﾞｸｶｲｾﾝﾓﾝｲｾｲﾄﾞｲｲﾝｶｲ 

（他の金融機関からの振込みの場合） 

ゆうちょ銀行 ○一九（ゼロイチキュウ）店 当座 0157733 

（3） 提出された書類に不備、不足がある場合は受理しない。訂正や再提出を求める場合でも

その対応は受付期限内のみ可能とするため、早めの申請を推奨する。 

（4） 書類の受理通知は到着後 5 日以内に郵送で発送される。 

 

◆申請書類 

研修手帳綴込みの規定の申請書類を利用して申請する。ただし、研修手帳本体は提出せず試験

に合格するまで手元に保管すること。提出された申請書類は返却されない。 

再受験で研修手帳綴込みの申請書類がない方や、2012 年 4 月 1 日以前に研修が修了している

方は、申請に必要な書類を資料末尾に記載の専門医試験係宛に 8 月 1 日から 8 月 31 日までの期

間に専門医試験受験と明記した用紙と郵便小為替 1,000 円を同封の上、請求すること。 

申請に必要な書類は下記①～⑪。 

⑤、⑥、⑨は学会 Web サイトから様式（Excel ファイル）をダウンロードして作成する。 

https://www.jsom.or.jp/specialist/siken.html 
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① 専門医認定審査申請書（様式第 1 号） 

② 履歴書（様式第 2 号） 

③ 医師免許証の写し 

④ 日本専門医機構が認定する基本領域 18 学会の専門医もしくは認定医、または総合診療専

門医の認定証の写し 

⑤ 症例一覧（様式第 3A 号）※ 50 症例の印刷物および Excel データ ※様式は Web サイト 

⑥ 臨床報告（様式第 4A 号）※ 10 症例の印刷物および Excel データ ※様式は Web サイト 

⑦ 7 単位以上の取得証明書類のコピー 

⑧ 臨床研修証明書及び研修コアカリキュラム評価表（様式第 15 号、付表） 

⑨ 研修内容自己申告書※ ※様式は Web サイト 

⑩ 審査料の郵便振替払込受領証のコピー 

⑪ 専門医試験受験票 

◇申請書類についての詳細 

① 専門医認定審査申請書（様式第 1 号）・・・研修手帳綴込みの書類 

必要事項をすべて記載する。特に基本領域の資格取得年月日が認定証の写しから読み取れ

ない場合には、該当箇所に記載漏れがあると申請受付不可となる可能性がある。 

② 履歴書（様式第 2 号）・・・研修手帳綴込みの書類 

書ききれない場合は主要なものを選択するなどして 1枚に収める。 

③ 医師免許証の写し・・・申請者自身が用意 

A4 判に縮小コピーする。 

④ 日本専門医機構が認定する基本領域 18 学会の専門医もしくは認定医、または総合診療専門医

の認定証の写し・・・申請者自身が用意 

A4 判に縮小または拡大コピーする。申請時点で有効のものに限る。最新の認定証に記載さ

れた認定期限が申請日よりも前の日付の場合は、申請時点で資格を有することを証明する

書類を添える。 

⑤ 症例一覧（様式第 3A 号）・・・Web サイトから様式をダウンロード 

漢方治療の有効例を 50 症例入力し、印刷物（A4 片面 5 枚）と様式の Excel データの両方を

提出する。データは CD や USB メモリなどに保存して氏名を記載する。提出前に見直して、

記載漏れ、治療期間の誤り、症例の重複記載などがないかを確認する。また、印刷物は必ず

指導医のチェックと署名（自筆）を受けてから申請する。 

⑥ 臨床報告（様式第 4A 号）・・・Web サイトから様式をダウンロード 

50 例の症例一覧から 10 症例を選択して入力し、印刷物（A4 片面 10 枚）と様式の Excel デ

ータの両方を提出する。データは CD や USB メモリなどに保存して氏名を記載する。印刷物

は記載内容がすべて印字されているか確認する。また、印刷物は必ず指導医のチェックと

署名（自筆）を受けてから申請する。なお、第二次審査の口頭試問は臨床報告をもとに行わ

れるため、控えを保管しておくこと。 

⑦ 7 単位以上の取得証明書類のコピー・・・研修手帳で各自保管 

証明書の原本にはフルネームを記載し、そのコピーを提出する。万一不合格で再受験する
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際には再度単位取得証明の提出が必要になるため、原本は必ず手元に保管しておくこと。

提出された単位の証明書類は返却されない。 

7 単位を超えて余分に提出する必要はないが、7 単位以上取得している場合には不備があっ

た場合に備えて証明書のコピーはすべて提出することを推奨する。 

なお、証明書は各自で保管することとしているため、学会事務局では取得単位の確認や証

明書の再発行は受け付けられない。 

【単位について】 

申請年度の前 5 年度または正会員入会年度のいずれか遅い年度以降に取得し、申請書類提

出までに取得したものに限る。学術総会出席と医療倫理・医療安全講習会受講は必須。 

必要な単位については「更新及び受験申請の為の配点表」で確認すること。 

［教育事業出席］ 

本学会主催のものに限る（日本医学会総会等は該当しない）。 

各参加証明書は本人氏名、会の名称および開催年月日が記載してあるものに限る。無記

名または勤務先名のみのものは無効。 

 学術総会出席 ····································· 1 単位 ※必須 

 支部学術総会出席 ································· 1 単位 

 その他の学術教育事業出席 ························· 1 単位 

 医療倫理・医療安全講習会受講（e ラーニング含む） ·· 1 単位（上限 1 単位） ※必須 

［自己研鑚］ 

 専門医制度委員会主催学術講演会 DVD 問題 ··········· 1 単位（上限 1 単位） 

［本学会発表］ 

発表した学会抄録集の表紙とプログラムページをコピーし、受験者自身の氏名部分に赤

でアンダーラインをつける。 

 本学会主催教育事業での発表 演者のみ ············· 1 単位 

［本会学誌論文掲載］ 

日本東洋医学雑誌または Traditional & Kampo Medicine。論文掲載号目次を印刷または

コピーし、受験者自身の氏名に赤でアンダーラインをつける。 

 筆頭者 ··········································· 2 単位 

 共同執筆者 ······································· 1 単位 

［他誌論文掲載］ 

他誌論文掲載での単位取得には、専門医制度委員会へ受験申請前に「他誌論文掲載によ

る受験単位申請書」と別刷り等掲載論文を送付して、単位付与の通知を受けなければな

らない。受験申請時に単位付与の申請をしても単位に加えることはできない。 

 委員会の審査で単位付与が承認されている場合 ········ 1 単位 

⑧ 臨床研修証明書及び研修コアカリキュラム評価表（様式第 15 号）・・・研修手帳綴込みの書類 

責任指導医および施設責任者の署名または記名捺印がない場合は無効。研修途中で研修施

設を異動した場合は、複数の臨床研修証明書が必要。 

研修コアカリキュラム評価表は責任指導医および担当した指導医の署名または記名捺印が

ない場合は無効。総合評価が D の項目がある場合には受験できない。また、原則として到達

目標 R1 の項目は B 以上、R2 の項目は C 以上とする。V.西洋医学各専門領域における漢方治

療は 1.専門領域、2.専門外領域ともに 1 つ以上の評価が必要なので注意する。 
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⑨ 研修内容自己申告書・・・Web サイトから様式をダウンロード 

受験者自身が研修の内容を記載する。外来診療への参加または入院診療への参加のいずれ

かが実施されていない研修年がある場合や臨床研修への参加頻度が週 1 回に満たない場合

は原則として研修不足のため受験できない。 

⑩ 審査料の郵便振替払込受領証のコピー・・・申請者自身が用意 

9 月 1 日から 9 月末日までに納付し、受領証を A4 用紙にコピーする。指定の振込用紙を使

用しない場合は、通信欄などで会員番号、氏名および受験申請であることを必ず明記して

送金し、送金先口座、送金日および送金人がわかるものを提出する。 

⑪ 専門医試験受験票・・・研修手帳綴込みの書類 

写真を貼付して太線の枠内をすべて記入する。写真は 3 か月以内に撮影し、裏面に氏名を

記入する。本人用および学会控の両方に同じ内容を記載して両方に写真を貼付して切り離

さずに提出する。 

 

◆第一次審査 

受験要件、申請書類および症例報告をもとに審査を行う。 

(1) 書類審査 

すべての申請書類による審査。症例報告は複数の試験官により詳細に審査・採点され、

基準に満たない受験者は不合格となる。すべての資料の評価をもとに専門医制度委員会

が第一次審査の合否およびその評価を決定する。 

(2) 合否通知 

11 月上旬に簡易書留で発送される。11 月 10 日までに届かない場合は必ず問い合わせを

すること。合格者には第二次審査の案内と受験票（本人用）が送付される。なお、不合

格理由は開示されないが、指導医には受け持ちの専攻医が第一次審査不合格であったこ

とについてのフィードバックが行われる。 

 

◆第二次審査 

筆記試験と口頭試問による審査を行う。受験票（本人用）と筆記用具（鉛筆・消しゴム）を

持参すること。第一次審査の結果ならびに第二次審査の筆記試験および口頭試問の採点結果を

総合して、合格基準点を超えている場合に合格と判定される。 

(1) 筆記試験 

50 題 60 分。漢方専門医として必要な知識についてのマークシート選択式試験。 

(2) 口頭試問 

10 分程度。受験申請時に提出された臨床報告をもとにした 2 名の試験官による試験。筆

記試験後に順次実施される。受験者の臨床報告は試験会場に印刷して準備されており、

各自の臨床報告を閲覧しながら試問が行われる。 

(3) 合否通知 

試験委員会による最終合否判定の結果が 12 月上旬に開催される理事会で承認が得られ

た後に受験者本人へ簡易書留で発送される。なお、不合格理由は開示されない。 
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◆合格者の専門医登録手続き 

合格者には合格通知とともに次年度からの専門医登録手続きの案内が同封されるため、登録

料 50,000 円を納入の上、期限までに登録手続きを行うこと。登録手続き完了後、4 月 1 日付

の認定証が交付される（3 月中旬に発送予定）。登録手続きが完了しない場合は、試験に合格し

ても専門医として登録されない。 

 

【問い合わせについて】 

この受験案内をよく確認した上で質問がある場合にのみメールで問い合わせを行うこと。 

回答には日数を要する可能性があり、申請期限直前の問合せには応じられないことがあるので

注意すること。 

一般社団法人日本東洋医学会 専門医試験係 

〒105-0022 東京都港区海岸 1-9-18 国際浜松町ビル 6F 

E-mail：office@jsom.or.jp 

 

2026 年 7 月 一般社団法人日本東洋医学会 専門医制度委員会 


